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１．直線運動している物体の加速度が右図のよう

であったとする。時刻 0=t で、この物体の位

置（x 座標）は 0、速度は 0 であったとする。

この物体の速度、および位置の時間変化をグ

ラフ化せよ（軸の３要素を忘れないこと！）。 
 
 
 
２．右図は、2009 年世界陸上（ベルリ

ン大会）の男子 100 メートル決勝に

おけるウサイン・ボルトの走行速度

の位置依存性を示している（青線は

測定値、赤線は平均速度）。このグ

ラフより、スタート直後におけるボ

ルトの平均加速度の値を見積もれ。 
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３．ある物体が半径 rの円周上を一定の速さvで円運動している（これを「等速円運動」と

呼ぶ）。 
（１） この円運動の周波数ν（一秒間あたりの周

回数）、角周波数ω（1 秒間あたりの回転

角度、角度の SI 単位は rad）、周期T（一

周するのにかかる時間）を求めよ。 
（２） この物体の速度ベクトルvも（１）で求め

た角周波数ωで回転している。この物体の

加速度ベクトル aの大きさを rと vを用

いて表せ。加速度ベクトルの向きはどのような特徴を持っているか？ 
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